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  はじめに――問題と視角 
  一 「権（威）」の指示対象と国家観 
  二 「権（威）」批判と抵抗の契機 
  三 古代ローマ（帝政）観 
  四 相互の批評や交渉を通して 
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老名の「聖書研究 羅馬書 （第三綱）基督主義倫理 （第二段）政府に対する態度及クリ
スチヤンの警醒」（一九〇五年五月）、内村の「羅馬書の研究 第五十三講 政府と国家に対
する義務」（一九二二年）１１、山室の「（一六）律法の完成 ロマ書第十三章」（『ロマ書餘
                                                          
１０ 彼は第二代学長（一九一九年）就任を含めて創設期以来、半世紀間、同志社の教授をつとめた。 
１１ 内村全集二六巻四〇一－四〇八頁所収。なお、「〔羅馬書講演約説〕第五十三講約説 政治と社会」（内村
























































１４ 内村は、その「忠」の特質を説明するために、アマースト大学の学長が新入生に与えた言葉、” Be loyal to 











































































  のである。何となれば是れ彼にとつては人生第一義の問題ではないからである。故に 
  強ひて此世の権能に反抗するほどの熱心が起らない。何れでもよい事である故、むしろ 




  「宗教は此世の事ではない、彼世の事である。肉の事ではない、霊の事である。人の事   

















































  「〔ローマ書一三章一節は〕私共が社会の秩序を重んじ、国家を愛し、其の主権者を尊ぶべ 
    きことを、教へられたものである。なぜかといふに、斯る社会の組織、制度、又権威 
    は、畢竟神の摂理の下に出で来つたものだからである。（仮令今後如何なる変遷を経る 





























  「パウロはロマの皇室に対して、その権威の神によつて立てられたことを認めた。まし 
    て我が日本の如き、二千六百年の光栄ある歴史を有し、その上に万世一系の皇室を戴く 
    有難い国柄に於ては、尚更皇室の神によれる権威を認め、又それに対する摂理の導を信 














































  「次に来る問題は、神に対する忠が直ちに取つて以て国家の君に対する忠と成り得るか 
    否乎である。是は一言で明白に成る。我衷心に鬱勃たる忠誠を国家に捧ぐれば足る。何 
    もないのを喚び起すのとは違ふ。彼の封建時代の一藩主に対したる忠すら王政維新を生 
    み出す霊能となり、爾来 E
そののち
A天皇陛下に対する不滅の忠となつた。小を転じて大にしてすら 
    然り。況んや大を小に応用し来る霊能の如何に大なるかは推して知るべきのみ」P32F３３ 





















































































































３８  「内村鑑三先生」（『南原繁著作集』第六巻（岩波書店、一九七二年））八一頁。  








  「〔モーセの十戒における〕「『父母を敬うべし』との一語の中に唯に生みの父母に対する 
敬愛のみならず、我等を支配する主権者並に我等の霊魂を導く師傅に対する畏敬の義務 
をも包含する」 
  「誠に忠孝の精神は東洋国民の特性として神の賦与せし恩恵である。之あるが故に我等 
  の愛する此国は長く存続繁栄を保ちつゝあるのである。之に反して父母又は上長者に対 
  する尊敬の心薄くして常に反抗的態度に出づる国民は到底長く其土に安堵する事ができ 
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愛の対象となり、その理想に背けば別の民に取り換えられうる存在だと論じていた ４１。そ




  「日本人の多数は詐欺師なり、偽善者なり、収賄者なり、神の聖名を涜す者なり、我儕 
    は彼等に依て何等の善事をも為すこと能はず。然れども神は日本人全躰よりも強し。而 
    して神は日本国を愛し給ふ。故に我儕は神に頼て、日本人多数の意嚮に反して、我儕の 









  二 「権（威）」批判と抵抗の契機 
 本節では、海老名らのローマ書一三章論における「権（威）」批判の契機について検討す
る。まず山室にそれが乏しいことは、これまでの検討から容易に想像できよう。じっさい、











































  「是〔＝先の引用における「権威」〕は取りも直さず、皇室と国民とを保全する所の神霊な 
    れば臣民よりして云へば、皇室を尊び国家を愛するは則ち此神に事ふる所以である。皇 
    室におかせられても、臣民を愛撫し国家を指導し給ふは則ちこの天地神明を奉事し給ふ 
    所以である」４９ 






















  「茲に一の問題が起る。もし国の政府が腐敗を極めて明白に民の敵となりたる時の如     
    き、もしくは自国が圧制国の版図に属して暴虐横恣の下に悩む場合の如きは如何。かか 
    る際には之に反抗して革命独立の旗を翻すを可とすべきでないかと。例へばクロムウェ 
    ルの英国革命戦争、オレンジ公ウィリヤムのネーデルランド独立戦争、ジヨウジ・ワシ 
    ントンの米国独立戦争の如きは何れも不義の跋扈を抑ふるべく義のため愛のため起つた 
    のである。故に之は義戦として称揚せらるべく、又基督教徒の当然携はるべきものと認 
    めらるべきではあるまいか。叛乱と云えば叛乱であるが之は基督教的に推奨少くとも是 
    認せらるべきではあるまいか」５１ 
 「腐敗」し「民の敵」と化した政府、「暴虐横恣」なる「圧制国」の支配、「不義の跋















５１  前掲「羅馬書の研究 第五十三講」四〇五頁以下。「〔羅馬書講演約説〕第五十三講約説」八四－八五頁
も同旨。 
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そのものが海老名・山室との深刻な懸隔を表していたとみて、間違いない。 
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 海老名に比べると、次に引くラーネッドのローマ帝政像の周到さは印象的である。 
  「パウロがこの書簡を書いた時代の皇帝ニロは、数年間は随分公平の意見を以つて帝国 
    を支配したのであつたが、其後暫時にして変心堕落するに至り、或は様々なる暴行を為 
    し、或は紀元後六十四年八月にはロマに於て多数の基督信徒を激烈に迫害して死刑に E
ママ
 




  あるのである。若しニロ帝が悪心を起し、或は迫害を行ふた後にパウロが本書を著した 
  ならば、果して『有司は善行の畏に非ず』と記したであらうかという問が起るであらう 












   そして、ラーネッドのローマ帝政像は服従の限界を含意しただけではない。それは逆説
的にローマ書一三章のいわば現代的な射程、すなわち――服従の「政治的義務」にとどまら
ぬ――政治参加による「改革」の権利及び責任という主張を導くものであった。曰く、 
  「パウロの時代の人々は、政権の改革を企てるの力もなく、たゞその政治的義務に服従 
    してをつたのであるが、現今の文明国民は、多数政治上の権利を有してをる故に、従つ 
    て又責任をも有してをるのである。されば不幸にして政権に誤謬があり缺點のある事 


















  「史家の認むる如く羅馬帝国の政治と云へば、地上の政治としては最も完備した政治で 
    あつた。……殊に此政治は基督教の世界的伝播にとりて大なる助となつた。かかる完備 
    せる政治組織の下に、福音はその盛なる交通網に乗りて、羅馬全版図に早くも弘まつた 










                                                          
６３ 同前三三三頁。 
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 内村は、日本の政府にたいして次の評価を下した。 
  「もとより其有する種々の病弊は痛嘆すべきであるが、大体より見て比較的良政である 
    と認めねばならない。……生命財産の安全、信仰の自由、或程度までの思想の自由等は 
    慥に此国に存する。此国にありて我等は平和の中に福音を研究し且宣伝することを得 
    る。もしパウロにして今日我国に生れたならば此国に於ける福音宣伝の自由と便宜の故 
    を以て深く日本政府を徳とするであらう。そして一節－七節の政権服従論を唱えるであ 
























































７０ W. Sanday and A. C. Headlam, A Critical and Exegetical Commentary on the Epistle to the Romans, Clark, 1895.一九
〇六年に読んだ「書物中最も会心のもの二三」を尋ねた、一九〇七年の『基督教世界』によるアンケートにた
いする内村の回答は、その一つとして同書を挙げていた（内村全集一四巻四六三頁）。 
７１ Ibid. pp.365-372, 宮田前掲書一八三頁注（21）を参照。 
７２ たとえば、「プロテスタント教の真義」（一九〇二年一月）、「世界に於ける宗教の覚醒」（一九二二年五
月）、「動揺期に於ける経験」（一九二二年八月）などを参照。 





  「重要な点は二つの活動領域を切り離すこと（detachment）である。国家と教会は各々、 
  異なる仕事を行なうべき相異なる組織体（body）とみなされている。政府のあれこれの 
    形態を『キリスト教的』として指し示し（designate）、そうした理由で支持するというこ 
    とは、当時の〔＝初代教会の〕全般的な精神とかけ離れた（quite alien）ものだったであろう 
    う。教会は個々人の心と良心をとらえること（hold）によってこの世に影響を及ぼさなけ 
    ればならない。そのようにすることによって、したがって（and）政治権力によってでは 
    なく、神の国は到来するのである」７５ 














７５ Sanday and Headlam, op.cit. p.372. なお、サンデイらは先の著書の序論の冒頭で「紀元５８年のローマ」なる
タイトルの下に、パウロがローマ書を執筆したのは紀元５７～５８年の冬か５８年の春と推定するとともに当
時はネロの統治の Quinquennium （初期の 5年間）であり、圧制的どころか、アウグストゥス以後、帝国の最も
幸福な期間として記憶された時期だった、と述べている 。ラーネッドと同様に厳密に規定された、その（パウ




























































  「吾人は我が帝国天皇陛下は神聖にして侵すべからざることを知る。これには確かに天 
    皇は億兆以上の方に在して、国民全体を超絶して居らるゝと云ふ意義を含んで居るので 
    あると察せられます。 
   ……ホーリーとは一体宗教上の言葉で、今や転じて此の語を我が敬愛し奉る天皇陛下 
    の御有様に就て用ひて居りますが、根本は宗教上より出でたのであつて神といふことを 
  離るゝことが出来ぬのであります。唯だ聖ではない、神聖である。即ちこれ神の性格の 
  一面の表現で、神は万物の理法を以て律すべからずとの、非常に厳格な意味を有つて居 
  るのであります」 
  「更に此の神聖不可侵といふ語の中には、一種尊厳なる権威を意味して居る。天皇が民 
    衆に対して偉大なる権威を有して居給ふが如く、壌 E
かみ
Aにはまた人類の侵すべからざる権威 













８５  前掲「自我の権威」。 



















                                                          





































































    「申上ぐるまでも無之、小生は貴兄御自身に対しては厚き尊敬を表し申候、然しなが 









     ら参加致し兼ね候、若しキリストの御聖名にのみよりて為さるゝ救世軍の御事業有之 
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     候節は何時なりとも御用御申附け被下たく候、小生は必ず応分の御寄附致したく存 
     候、小生は救世軍が新約聖書が明白に示す所の手段方法を以て其事業を行はれんこと 












































































                                                          
１０４ 前掲『新約聖書 羅馬書講解』三三一－三三二頁。 
１０５ なお、前述のサンデイらの注解書では、一三章一－七節の釈義の冒頭に（他の箇所と同様に）その論旨を
要約した数行の一節が置かれていた。その最初の部分は、”The civil power has Divine sanction. Its functions are to 

































































































                                                          















































































































  「神は、その行き届いた摂理の下に諸々の国民をそれぞれ宜しきに適うて統べ治めしめ 
  給ふ。我が日本が万世一系の皇室を戴き、所謂一君萬民の国躰を有する如き、又実に神 
  の大御心の然らしむるところでなくてはならぬ」 
  「この、国の主権者に対し萬歳を唱ふる一事〔「願くは王（＝サウル）いのちながかれ」と叫ん 
   だイスラエルの民（サムエル前書一〇章二四節）を指す〕に於ては、東西古今を通じて恐らく我 
    が日本の国民くらゐ熱誠と真実を籠むるものは他にないであらう。その軍人が戦場に最 
    後の息を引取る時、なほ且『天皇陛下萬歳』を唱へて絶命する如き、悲壮な実例も多い 






Aとして世界に誇るに足るものであらう」               
                                                                              127F１２８ 
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 一方、山室と同じ機会に南原繁が信仰の師、内村を追悼した「日本国と基督教」１３１は、
「預言者」としての内村像を次のように、正面から提示していた。 
  「先生の信仰の型は、彼岸の直観に安住したる哲人の悟や、或は世を遁れて独り行ひ澄 
    す聖者の業とは截然と区別し得られる。それは実に祖国日本と同胞を魂の根柢に於て揺 
  り動かさざれば已まぬ改革者預言者の型である」 
 南原は右の追悼文の冒頭で有名な内村の墓碑銘、“I for Japan; Japan for the World; The World 
for Christ; And All for the God”を掲げて、次のように述べている １３２。 
  「人が各々の人格を生きんとすれば、先づ自己自身に死ななければならぬ。そのやうに 
    国家が真に世界に其の使命を全うせんとすれば、単に歴史的伝統的なる精神は之を一た 
    び放棄しなければならぬ、――たとひそれが如何に神的絶対的なるものとして永く承け 
    継がれて来たものであるとしても」 
  「人格は最深の根柢に於ては絶対的自己放棄の上に加へられたる神の恩恵の思ひがけな 
    き賜物に外ならず、国家の価値は窮極に於て神の主権への絶対服従に対する思ひがけな 
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１３４ 石原兵永「近くで見る内村先生」（前掲『追想集 内村鑑三先生』）二〇四頁。 
